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令和７年度第２回船橋市交通安全対策会議 会議録 

（令和８年８月１８日作成） 

１ 開催日時 

 令和８年２月２５日（水曜日） 午前１０時００分 から 午前１１時００分 まで 

 

２ 開催場所 

 船橋市役所９階 第１会議室 

 

３ 出席者 

⑴ 委員 

古橋委員、石井委員、大竹委員、近藤委員、田中委員、寺田委員、矢島委員、小池

委員、小暮委員、小谷野委員、髙橋委員、黒坂委員 

⑵ 事務局 

古川市民安全推進課長補佐、白戸安全推進係長、山本主任主事、羽山主事 

⑶ その他 

船橋東警察署海老原交通課長 

 

４ 欠席者 

松戸会長、叶谷委員、勝又委員、田村委員、堀江委員、五十嵐委員、髙橋委員、日高委

員、吉川委員 

 

５ 議題（すべて公開） 

議 事 

第１２次船橋市交通安全計画（案）について 

 

６ 傍聴者数 

０人 

 

７ 協議・決定事項 
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事務局が示した第１２次船橋市交通安全計画（案）については、委員からの次のような

意見がありました。これらの意見を事務局で検討し、パブリック・コメントを実施する

ことを決定しました。 

・自転車の交通安全教育は、すべての年代で適切に行ってほしい。 

・特に自転車の交通安全教育について、より早期の実施を検討するなど、充実した内容

としてほしい。 

 

８ 議事 

議事 第１２次船橋市交通安全計画（案）について 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

本日の議事は「第１２次船橋市交通安全計画（案）について」でございます。本計画案に

ついて、委員の皆様方にご審議いただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上

げます。それでは事務局の市民安全推進課 安全推進係の白戸係長から説明をさせていた

だきます。 

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

それでは、第１２次船橋市交通安全計画（案）につきまして、ご説明をさせていただきま

す。 

本日お示ししております、資料３の計画案は、県が各市町村に意見照会を求めた際の案を

もとに作成をしております。県は各市町村から意見照会を実施するとともに、有識者からの

ヒアリングを経て、県民に向けてのパブリックコメントを実施することから、今後、資料５

の右側にお示ししている、県の計画案から修正が生じる可能性がございます。 

つきましては、県が県民に向けてのパブリックコメントを実施する際の最終案を事務局

において確認し、修正が生じた場合は、当該修正部分を本日お配りさせていただいておりま

す計画案に反映した上で、改めて後日メール等にて送付させていただきます。その際は改め

てご確認のほどお願いいたします。 

それでは、資料４計画の概要版をご覧ください。 

まず計画の基本的な考え方についてご説明いたします。船橋市交通安全計画は、交通安全

対策基本法第２６条第１項の規定により、千葉県交通安全計画に基づき作成しているもの

で、昭和４６年から１１次にわたり計画を作成し、様々な交通安全対策を実施してまいりま

した。 

計画は５年ごとに作成し、現在の第１１次計画の期間が令和３年度から令和７年度まで

でございますので、令和８年度から始まる第１２次計画を新たに作成するものでございま

す。 



3/13 

 

資料４の左上をご覧ください。計画の基本理念は、交通事故のない「人もまちも輝く笑顔

あふれる船橋」を目指すもので、計画期間は令和８年度から令和１２年度までの５か年間で

す。 

数値目標につきましては、県の１２次計画における数値目標と算定方法が未だ示されて

いないことから、交通事故死者数と交通事故負傷者数の部分を黒塗りとしております。後日、

県の１２次計画における数値目標と算定方法が示されましたら、それに基づき算定をした

上で、改めてご報告をさせていただきます。 

続きまして、資料４の右上、交通事故の現状と推移についてです。第１１次計画に基づき

まして、各種交通安全対策を実施し、５年間で交通事故発生件数が減少する等の一定の効果

を上げることができましたが、死者数は増加するなど、依然として厳しい状況が続いており

ます。 

具体的な数字につきましては、記載のとおりでございます。この交通事故状況の数字は、

警察の統計によるもので、各年の１月から１２月までの歴年の数字となっています。発生件

数及び負傷者数は減少しておりますが、一方で死者数は増加している、という状況でござい

ます。ここまでご説明した内容は、資料３の１ページから３ページまでに記載してございま

す。 

続きまして、資料４の中段以下、青色の部分でございますが、本計画案は県の計画案に倣

い、大きく３編に分かれており、「第１編 道路交通の安全」、「第２編 鉄道交通の安全」、

「第３編 踏切道における交通の安全」となります。このうち、「第１編 道路交通の安全」

が、本計画案の中核となるもので、ボリュームも多くなっております。 

また、本計画案は、県の１２次計画案に基づき作成したものですが、県独自の制度に基づ

く政策や、市にはない交通の取締り権限に関する部分などを削りまして、市独自の部分を加

えて作成しております。 

県の計画から除いた部分の一例をご紹介いたします。 

資料５の１３ページ右側をご覧ください。「第１の柱 県民一人一人の交通安全意識の高

揚」の中段部分の「（１）県民総参加でつくる交通安全の推進」のうち、①では、「千葉県交

通安全対策推進委員会の活動の推進」とありますが、これは県独自の委員会であり、船橋市

には当てはまらない部分でございますので、市の計画案からは除いております。 

同様に「②交通安全推進隊の整備・支援」につきましても、県条例に基づいて実施される

事業であり、船橋市には当てはまらない部分として、市計画案からは除いております。 

ご紹介した部分は一例でございますが、この計画案全体を通して、このような考え方に基

づき、市に当てはまらない部分を県計画から除いております。 

では改めまして、資料４に戻り、「第１編 道路交通の安全」からご説明をさせていただ

きます。本計画案では、本市の特徴や社会情勢の変化等を踏まえ、県計画に倣い、重点事項

として３項目を新たに加えました。資料４の赤枠部分は、本市の１１次の計画から新たに追

加した部分となります。 
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１点目の「悪質・危険な運転者対策の強化」につきましては、これまでも各警察署管内の

飲酒運転根絶協議会などと連携し、飲酒運転根絶に向け、各種取組を継続的に行っておりま

すが、いまだに飲酒運転が後を絶たないことや、車間距離不保持などのいわゆる「あおり運

転」、または運転中の携帯電話等使用のいわゆる「ながら運転」による交通事故の発生が、

社会的に注目を集め、道路交通法の一部改正により規制が強化されたことなどを受けまし

て、飲酒運転の根絶に向けた対策強化または「あおり運転」や「ながら運転」の根絶に向け

た周知徹底の強化について記載をしております。 

２点目の「高齢者の交通安全対策の強化」につきましては、交通事故発生件数が全体的に

減少傾向である中、高齢者が関係する事故は依然として多く発生していることから、対策の

強化を図るものでございます。高齢者が交通事故に遭わないための取組としては、反射材の

普及促進の強化など、交通事故を起こさないための取組としては、ブレーキとアクセルの踏

み間違いによる交通事故を防止するため、安全運転サポート車の普及促進などを記載して

ございます。 

３点目の「自転車の安全利用対策の強化」では、これまでも自転車の安全利用について、

交通ルール遵守と正しい交通マナーの向上のため、各種取組を行ってまいりましたが、依然

として本市の自転車乗車中の交通事故件数は、交通事故全体の２割以上を占めていること

などから、自転車の安全利用対策をさらに強化するものでございます。 

以上３点の重点事項につきましては、資料３の４ページから６ページに記載をしてござ

います。 

続きまして、資料４の中段、「１０の視点」についてご説明いたします。この「１０の視

点」を重視し、具体的な政策施策の推進を図るものでございます。第１１次計画では６の視

点としておりましたが、こちらも県の計画に習いまして、赤枠の４つを加え、「１０の視点」

としております。 １１次計画から追加した４点についてご説明いたします。 

まずは「こどもの安全確保のための環境整備」でございます。本市における少子化の進展

の中で、安心してこどもを産み育てることができる社会を実現するためには、こどもを事故

から守るための教育と環境の整備が一層求められます。このため、次代を担うこどもの安全

を確保するという観点から、幼児からの心身の発達段階に応じた交通安全教育を推進する

とともに、未就学児を中心に、こどもが日常的に集団で移動する経路や通学路等におきまし

て、安全・安心な歩行空間の整備等を推進します。また、チャイルドシートの使用効果と正

しい使用方法について、理解を深めるための広報啓発を推進してまいります。 

次に加えた視点といたしまして、「自転車の安全確保のための法令遵守と通行環境の整備」

でございます。自転車につきましては、自動車に対しては被害者となる反面、歩行者に対し

ては加害者となるほか、自転車の交通ルールに関する理解が不十分であり、自転車利用者が

当事者となった交通死亡・重傷事故では、自転車側に何かしらの法令違反が認められる場合

がございます。また、令和６年には道路交通法の改正により、「ながらスマホ」に対する罰

則強化、酒気帯び運転の罰則化のほか、令和８年４月からは自転車に対する交通反則通告制
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度、いわゆる「青切符」制度が導入されます。これらを踏まえまして、官民が連携して、ラ

イフステージに応じた交通安全教育等の充実を図り、自転車の基本的なルールの周知徹底

を図るとともに、ヘルメット着用、自転車の定期点検整備、自転車損害賠償保険等への加入

促進等の対策を推進してまいります。 

さらに電動アシスト自転車の普及が進み、その交通事故が増加していることを踏まえ、交

通事故の防止を図るために、車両特性を踏まえた交通安全教育、広報啓発を推進してまいり

ます。 

次に加えた視点といたしまして、「特定小型原動機付自転車を始めとする小型モビリティ

の法令遵守の徹底と安全対策の推進」でございます。特定小型原動機付自転車、いわゆる電

動キックボードに関しましては、関連事業者と連携し、基本的な交通ルールの周知徹底や交

通安全教育等を推進いたします。また、ペダル付き電動バイク、いわゆるモペットと呼ばれ

るものやフル電動自転車につきましては、一般原動機付自転車または自動車に該当しまし

て、運転には運転免許証を要し、ヘルメットの着用、ナンバープレート、方向指示器等が必

要なことなどについて、関係機関や販売事業者等と連携をして周知を徹底してまいります。 

次に加えた視点として、「外国人の交通安全対策の推進」でございます。本市における在

留外国人、訪日外国観光客等が近年増加しており、日本の運転免許証を保有する外国人も増

加しております。また、トラック、バス、タクシーといった自動車運送業分野等が特定技能

制度の対象とされるなど、外国人労働者の受け入れ増加に伴い、外国人運転者もさらに増加

していくことが見込まれます。日本の交通ルールやマナーについて理解を徹底するにあた

りまして、母国との交通ルールの違いを理解できるよう、啓発動画やリーフレット等を活用

した交通安全教育や広報啓発を行うとともに、外国人の歩行者や自転車、電動キックボード

利用者に対しても、自動車の運転者と同様に日本の交通ルールの理解促進に取り組んでま

いります。  

以上、「１０の視点」のうち加えた４つについてご説明をさせていただきました。 

これらの「１０の視点」につきましては、資料３の７ページから１２ページに記載をして

ございます。 

続きまして、資料４の下段にございます「９つの柱」についてご説明をいたします。この

「９つの柱」ごとに具体的な交通安全対策をして実施してまいります。 

１１次計画では、５つの柱としておりましたが、こちらも「１０の視点」と同様に、県の

計画案に倣い、４つを加え、「９つの柱」としております。資料３の１３ページから記載を

しております。 

資料４のうちの赤枠の１１次計画から加えた部分につきまして、ご説明をさせていただ

きます。 

まず「飲酒運転の根絶」です。資料３の２３ページからの記載しております。 

本市では各警察署管内の飲酒運転根絶協議会などと連携し、飲酒運転根絶に向けた取組

を実施しておりますが、未だに飲酒運転は後を絶ちません。飲酒運転の根絶のためには、運
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転者本人に対する啓発や、家庭、職場、地域などにおいて、「飲酒運転は絶対しない、させ

ない、許さない」環境づくりが重要であることから、次の具体的な取組を行います。 

まず１点目は、「（１）教育・知識の普及、啓発・意識の高揚」といたしまして、飲食店等

に対する訪問活動や広報キャンペーンの実施、SNS等を活用した広報啓発活動、広報紙やホ

ームページ、講習や安全教育などあらゆる機会を通じての市民への情報提供を行います。 

２点目の「（２）市民に対する支援」として、交通事故等の犯罪被害者に対する支援に努

めるとともに、危険運転致死傷罪により亡くなられた方や重症病を追われた方に船橋市か

ら支援金を支給いたします。今ご説明した部分は、資料３の２４ページの中段以降に記載し

てございます。 

３点目は「（３）事業者・市民による取組」として県、警察、市が実施する取組への協力

を市民・事業者に促すとともに、飲酒運転に対する通報意識の向上のため周知を図ります。

今ご説明した部分は、資料３の２４ページ１番下の部分の（３）②になります。 

加えまして、４点目は「（４）公職にある者の飲酒運転の根絶」として、現在も実施して

おります、公用車の運転前のアルコール検知器を用いた酒気帯びの有無の確認の徹底や職

員研修などを実施してまいります。今ご説明した部分は、資料３の２５ページ中段より少し

上の（４）の部分になります。 

次に新たに加えた柱といたしまして、「安全運転の確保」でございます。資料３は２５ペ

ージからの記載となります。 

特に今後大幅に増加することが予想される高齢運転者に対する教育の充実を図るために、

参加・体験・実践型教育の推進や地域における高齢者の交通安全リーダーであるシルバーリ

ーダーの育成、天候や自身の体調を考慮し、適切な運転行動をとる、はればれ運転の広報、

安全運転サポート車の普及啓発、また運転免許の自主返納に対する支援措置の拡充に努め

てまいります。今ご説明した部分は、資料３の２５、２６ページに記載をしてございます。 

次に加えた柱といたしまして、「車両の安全性の確保」でございます。資料３の３１ペー

ジから記載をしております。近年、自動車に関する様々な先進安全技術の開発、実用化が急

速に進む中、その技術を社会に導入していくためには、運転者がその機能を正確に把握し、

使用するための対策も重要となります。また、自動車の安全な走行確保のためには、これま

で以上に適切な保守管理をする必要があることから、保守管理意識の高揚を図ります。さら

に、交通事故の多くが運転者のミスに起因していることから、安全に資する自動走行技術を

含む先進安全自動車の普及促進のため、市民へ情報提供を行ってまいります。 

最後に加えた柱といたしまして、「交通事故調査・分析の充実」でございます。資料３は

３５ページから記載をしております。 

効果的な交通安全対策を実施するため、事故が発生した状況について、運転者等の行動や

道路環境面など様々な情報収集に努めるとともに事故原因の分析や対策を実施いたします。

具体的には、道路管理者、交通管理者、警察署等の関係機関等と共同して現地診断の実施や、

死亡事故・社会的な反響の大きな交通事故が発生した場合の緊急現地診断を行うとともに、
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事故要因の分析とその要因に対する対策を実施するものでございます。これまでもこの共

同現地診断と緊急現地診断は必要に応じ行ってまいりましたが、１１次計画には盛り込ま

れておりませんでしたので、今回県の計画に習いまして記載したものでございます。 

 

最後になりますが、本計画の今後の進捗管理でございます。毎年度、各施策の進捗状況を

把握し、当会議におきまして、ご報告をさせていただきます。 

ご説明が長くなりましたが、以上で第１２次船橋交通安全計画（案）の説明を終わります。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

ただいま事務局から計画案について説明がございました。本計画案は、基本的には県の次

期計画案に沿いつつ市の計画として沿わない部分は調整しながら案として整えたというこ

とでございました。 

それでは、委員の皆様方ただいまの説明について、ご質問、ご意見等ございましたらお願

いいたします。 

 

〇石井委員 

船橋東地区安全運転管理者協議会の石井と申します。 

高校生・中学生の自転車の運転者に対しての教育はどういうふうになっているのか、また、

高齢者に対しての教育はあり得るのかどうか。後ろを見ないで曲がってくる人もいるし、そ

のあたりを教えていただければなと思います。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

ありがとうございます。では、事務局から 

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

はい。ご質問ありがとうございます。 

まず、中学生・高校生に対しての交通安全教育でございますが、現在実施しております施

策といたしまして、中学生に対しては各中学校を本市の職員が回り、スケアード・ストレー

ト自転車交通安全教室を実施しております。これは、スタントマンによる交通事故再現を取

り入れた交通安全教室で、交通事故の被害の重大性や、ヘルメット着用や自転車の交通のル

ールの必要性といったものを学んでいただくというものです。こちらは３年間で市内の中

学校すべてを回るという計画で、ホームページ上でも公開してございます。 

また、高校生に対する交通安全教育でございますが、令和７年度に県立高校での授業の一

環として、交通安全についての講話依頼を受け、本市の職員が生徒に対してお話をさせてい

ただいたという一例がございます。その他にも、市ホームページや SNS等を通じて、各学校

に対して、自転車乗車用ヘルメット購入費補助事業の周知チラシを配布させていただく際
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に交通安全についての啓発も行っているところでございます。 

また、高齢者に対しての交通安全教育につきまして、こちらも現在も行っているところで

はありますが、公民館で行われている寿大学という事業に講師として参加し、市の職員が高

齢者を対象に交通安全のルールや様々な内容について、お話をさせていただいております。

また、この寿大学とは別に、実施依頼のあった民間企業や市民団体等を対象に、出前講座と

いうものを実施しております。公民館に限らず、我々市の職員が各地に出向いて、いろいろ

な交通安全に関するお話をさせていただいております。 

そういった内容で今のところ実施しております。 

 

〇石井委員 

ありがとうございます。そういうところに来ない人が違反をするってことでしょうか。近

くの北高校に通う生徒たちが、歩道と車道の区別なく自転車で走っています。うちの会社の

前は急な下り坂で、坂から降りてくるときに急加速し、結構なスピードで自転車が通り過ぎ

ていきます。私も歩いているとき、左側を自転車が通り過ぎて行ったことがあり、少しでも

体を動かしたら多分重症だなと思ったことがありました。歩道と車道の区別を自転車に乗

る人に徹底していただければと思います。 

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

はい、ありがとうございます。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

はい、どうぞ。 

 

〇髙橋委員 

トラック協会船橋支部の髙橋です。 

信号のない横断歩道の渡り方について、皆さんも戸惑うことがあると思いますが、渡るか

渡らないかの判断を含めて、歩行者が横断歩道を渡るルールや安全教育が重要だと思いま

す。小学校、特に７歳前後が一番事故が多いという話を聞いていますので、この年代に対す

る教育について、市では、現在どのように、また今後どういう形で織り込んでいくのかお伺

いできれば。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

ただいまの質問について、事務局から回答お願いします。 

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

はい、ご質問ありがとうございます。 こちらも現在の我々が実施している事業でござい
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ますが、交通安全指導員という市の職員が、ほぼ毎日のように市内の幼稚園、保育園それか

ら各小学校に出向き交通安全教室を実施しています。幼稚園、保育園に対しては、「手を挙

げて横断歩道を渡りましょう」、「歩く際には右端」といった原則的な歩行のルールやマナー

について、パネルシアターを利用し、劇なども交え、こどもにも分かりやすいような形で、

教育を行っているところでございます。 

また、小学生に対しては、幼児と同じように歩行のルールやマナーに関する教室だけでな

く、自転車の交通ルールに関する交通安全教室も実施しております。自転車に乗り始める年

齢でもありますので、校庭で模擬信号機を利用し、校庭を道路に見立てて、実際に自転車で

走って、道路状況に応じた交差点の渡り方などの教育を実施しています。 

このようなことを週５日ほぼ毎日、市内の保育園、幼稚園、小学校で実施しています。 

 

〇髙橋委員 

ありがとうございます。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

はい、お願いします。 

 

〇黒坂委員 

少年少女団体連絡協議会の黒坂と申します。 

ヘルメット補助金の件について、市ではたしか補助金２０００円を出していますよね。そ

の普及の状況について伺いたい。また、高校生のヘルメットの着用率について現在千葉県は

着用率が低いのですが、ヘルメットの着用について、学校ではどういう風に指導しているの

でしょうか。 

  

〇市民安全推進課課長補佐 

はい、それではただいまの質問、事務局から回答お願いします。 

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

はい、ご質問ありがとうございます。１点目のヘルメットの補助金についてでございます

が、令和７年度の補助件数は当初は５０００件としておりましたが、３月３１日まで申請期

間を延長いたしまして、５９００件の補助の個数を見込んでおります。それに対して、現時

点で５１００、２００件程度の申請をいただいている状況ですので、今年度３月末までで、

５９００件を超える申請が見込まれる状況であります。また、高校生へのヘルメット着用に

関する指導につきましては、県の教育委員会が、県立高校で自転車通学をしている学生に対

して、ヘルメットの着用の義務化を決め、それを県下の公立高校に通知をしたというところ

でございますので、今後さらに、高校生のヘルメットの着用率は、伸びると思われます。た
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だ、現状我々が独自に調査したところですと、残念ながら高校生の方はほとんど被られてい

ないところです。これについては、ヘルメットの着用に関するアンケートを実施し、質問し

ておりますが、主な理由としては髪型が崩れるということと、ヘルメットを置いた時に置き

場がないというようなお話もいただいております。この２点のうち、ヘルメットの置き場所

については我々の方でも今後何かしら対応を進めていかなければというところで内部で検

討しております。  

 

〇市民安全推進課課長補佐 

はい。その他どうでしょうか。はい。お願いします。 

 

〇矢島委員 

小学生の自転車のマナーについて、市が行う交通安全指導員の交通安全教室に自分も参

加し、その時感じたことですが、現在４年生が対象になって指導を受けていますよね。４年

生ですと、今のこどもたちは成長が早いので、もう親と一緒に乗って、自己流の運転の仕方

が身についてしまっています。４年生を仮に３年生に学年を落として、早めの指導をして、

こどもがお母さんに走り方を教えてあげるような、教育の仕方っていうんですか、自分も法

典東小学校の自転車安全教室に参加したときに感じましたが、４年生になると、信号が赤に

なったら急に歩行者の形になって歩いたりなど、自己流の走り方を覚えているので、早めに

乗り方を指導して身につけていかないと、その子たちが大人になったとき自転車事故を減

少させるために、色々な工夫や見直しが必要かなと思います。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

はい。では、事務局からお願いいたします。  

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

はい、ご意見ありがとうございます。ご参加いただいた際の交通安全教室は小学校４年生

が対象だったということでございますが、小学校４年生に限らず、低学年向けの教室という

のも実施しております。こちらは各学校の希望によって低学年と中学年を対象に同日に開

催するか、または別日で開催するかというところになります。小学生の低学年１、２年生に

対しては、幼稚園、保育園と同様のパネルシアターを利用し、内容は小学生向けに法令など

の難しい内容も含め、大人になる前段階の年代向けの内容で歩行のルール等について教育

を実施しているところでございます。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

よろしいでしょうか。はい。他にありますか。お願いいたします。 
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〇古橋委員 

県の葛南土木事務所の古橋といいます。ご説明の方ありがとうございました。この計画に

ついては、千葉県の計画に沿って作成されているということで、不必要な部分については、

削ぎ落とされているということですが、逆に、県の計画案にないような、市のオリジナルの

部分があれば、もう一度改めて教えていただければ、理解が深まるかなと思います。  

 

〇市民安全推進課課長補佐 

ではただいまの質問、事務局から回答お願いします。 

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

はい、ご質問ありがとうございます。県の計画にない部分で市に独自で追加した部分に関

しましては、お手元の資料５をご覧いただくと分かりやすいかと思います。 

資料５の例えば３９ページ、４０ページをご覧いただければと思います。こちらは、先ほ

ど、ご説明の中で「１０の視点」と「９つの柱」というお話をさせていただきましたが、こ

の「９つの柱」のうちの４つ目の柱として「道路交通環境の整備」というところになります。

こちらは主に、本市の道路部が所管している事業を記載しているところでございますが、こ

の資料５の３９ページの上段、左側市の計画の方の（５）、（6）、（７）が右側をご覧いただ

きますと、県の計画の方には入ってございません。こちらが市独自のものになります。 

具体例としては、（５）の部分で「地域住民等と一体となった道路交通環境の整備」とい

うところで、ゾーン３０の設置や交通安全総点検と言われるもので、道路環境を市が点検す

るという内容になっております。 

また共同現地診断は、先ほどご説明にもありましたが、改めてこの柱の中の１つの施策と

して、共同現地診断を行いますという内容を盛り込んでおります。 

また（７）の「安全で円滑・快適な道路交通環境の整備」というところで「道路占用の適

正化等」や、「道路の掘り返しの規制等」を市独自のものとして盛り込んでございます。ま

た、その下の４０ページをご覧ください。（９）で「公共交通の利用環境整備による過度な

自動車利用の抑制」とあります。こちらは、鉄道やノンステップバスなどを利用して、過度

な自動車の利用を抑制し道路交通と負担軽減を目指しますという内容で、こちらも市独自

のものとして盛り込んでおります。こういったところが独自の部分になります。 

 

〇古橋委員 

はい、ありがとうございます。 そういった部分で、地域の事情に沿ったものを反映され

ているということでございますけども、先ほど少し議論があった意識の高揚、特に自転車の

関係で、そういったものの教育は非常に重要なのかなというようなことを考ましたので、そ

の推進をこの計画の中に反映させていただければ、いいのかなと思います。以上です。 
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〇市民安全推進課課長補佐 

ありがとうございました。どうぞ。 

 

〇髙橋委員 

追加ですが、今の話もそうですが、資料３の１０ページ、第７の視点、「外国人の交通安

全対策の推進」という部分ですが、私どもの会社でも外国人を雇用することもあるんですが、

そうすると、どこか近いアパートや、少し離れたところにお住まいという形になるんですが、

彼らの自転車の運転を考えますと、やはり自国の運転の仕方で自転車に乗られてると思う

んです。インドやパキスタンとかそういうことろの方。「外国人の交通安全対策の推進」と

いうことで言うと、６行目あたりの自動車等というところも、等というのは自転車というの

も含めて考えるということで、よろしいですか。自動車等には、自転車を含めることを加え

た方がいいのかなと思いました。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

はい。では、事務局からお願いいたします。 

 

○事務局（市民安全推進課安全推進係長） 

はい、ご意見ありがとうございます。わかりにくく、申し訳ございませんでした。今ご指

摘いただいた部分は、自動車等というところでございますが、ご指摘いただいた自転車の部

分につきましては、同じ「第７の視点」の１番最後の段落に記載をしておりますとおり、外

国人の歩行車や自転車も自動車と同じように自国と日本の交通マナーとの違いを認識して

いただくための趣旨というところです。 

 

〇髙橋委員 

すみません。了解しました。 はい、ありがとうございます。 

 

〇市民安全推進課課長補佐 

その他どうでしょうか。せっかくの機会ですので何かあれば、いかがでしょうか。よろし

いでしょうか。 そうしましたら、色々ご意見いただきまして、ありがとうございました。

 いただいたご意見を事務局内で調整反映させていただいた上で、案の最終調整を図りまし

て、まもなく公表される県の最終計画案も踏まえて、市の計画案を確定させていただきまし

て、その結果を委員の皆様に送付させていただくという形にしたいと思いますが、よろしい

でしょうか。 

ありがとうございます。ではそのように進めさせていただきます。 

以上で議事は終了です。本日ご審議にいただきました内容も踏まえ後日皆様へ送付させ

ていただく計画案をもとに、事務局の方でパブリックコメントを実施することとなります
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ので、よろしくお願いいたします。その他、何か連絡事項を等ある方いらっしゃいますでし

ょうか。 

それでは以上をもちまして、令和７年度第２回「船橋市交通安全対策会議」を閉会いたし

ます。 

 

９ 資料 

令和７年度第２回船橋市交通安全対策会議次第 

資料１ 船橋市交通安全対策会議席次表 

資料２ 船橋市交通安全対策会議委員名簿 

資料３ 第１２次船橋市交通安全計画（案） 

資料４ 第１２次船橋市交通安全計画【概要版】（案） 

資料５ 第１２次交通安全計画（案）市・県比較表 

 

１０ 問い合わせ先 

市民生活部 市民安全推進課 安全推進係 

電話 ０４７－４３６－２２９２ 


